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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、これまであまり論じられることのなかった日本の薬剤師の「医療専門職」としての側面
を、「あまり議論されなかった」背景要因も含めて分析・考察をおこなった論考である。 
現在、日本の薬剤師を取り巻く状況は、2006 年から実施された大学薬学部の 6 年制移行という改
革を含めて、薬剤師が創設された明治初期以来の大きな変動期のただ中にある。6 年制で育成されて
も、現時点で薬剤師は裁量権がきわめて限定されたコメディカルであることに変わりはない。医療財
政の逼迫状況の中で、医師以外のコメディカルがどのような役割・期待を負わされているのか、社会
の中で注目されにくいコメディカルの現実が、コメディカルの専門職意識にどのような影響を与える
のか、医療社会学の一分野である医療専門職論の立場から考察した。 
第Ⅰ部「日本の薬剤師の抱える問題と諸外国状況との比較」では、日本の薬剤師の歴史的背景と現
時点での実態を述べ、諸外国の薬剤師との状況比較をおこなった。薬剤師と医薬分業制度の日本への
導入時の意図と現実の間に生じた大きな齟齬、日本の薬剤師が抱える問題・課題を概観し、薬剤師の
「隠された医療専門職」としての側面を指摘した。 
第Ⅱ部「日本の薬剤師の現状」では、薬剤師が勤務している領域を網羅し、そこで働く薬剤師に求
められる専門性、および見出された社会的役割とそれに対する他者（患者や他の医療職）からの承認
可能性について分析・考察した。参与観察・聞き取り調査などから得られたデータをもとに、社会的
認知度の低い薬剤師の「隠された」姿と役割、機能を明らかにし、薬剤師のもつ「ねじれた専門職意
識」の存在を指摘した。また、「薬を扱う者と患者との相互行為」を「相互ケアリング」という新し
い視点から考察する可能性を提示した。 
第Ⅲ部「日本の薬剤師の将来像―医療専門職という視点からの考察」では、日本において薬剤師に
今後求められる専門性と、それが社会的役割として承認されていく可能性について考察した。薬剤師
と「病人役割」、薬剤師と「社会的アイデンティティ」という視点から分析することにより、薬剤師
が職場において遭遇する他者（患者や他の医療職）との相互関係の中で、自己の「医療専門職像」を
明確にもちえない現状と、その際に「壁」として現れる「薬の処方権」「医療の中での自己の位置づ
け」「医療人としての責任意識」と薬剤師の葛藤を明らかにした。専門性をより高め、医療職として
の地位を高めようとするコメディカル側の戦略と、コメディカルの医療の中での位置づけに影響を与
える要因や社会的な動向を分析し、「コメディカルを対象とした医療専門職論」に新しい視点からの
議論を提示した。医師のおこなう医行為の一部がある種のコメディカルに委譲されていく動向の中、
コメディカルの専門性の確立と社会的認知の獲得は、その職種の医療現場での地位獲得と自身の専門
職意識に、きわめて密接に結びついている。これまで他者の視野内に「重要な医療人」として映るこ
とない中で継続して担われ続けてきた薬剤師の専門的業務が、今後どのような変容を遂げていくのか、
「現れ来る役割」と「消え行く役割」の 2 方向から検討をおこなった。 
以上のように、本論文は「顔の見えない」「隠されてきた」薬剤師に関わる日本の医療問題の顕在
化の試みであり、コメディカルの医療専門職論に新しい方向性を模索した試みである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は薬剤師に関する医療社会学的研究である。わが国で薬剤師が勤務すると考えられるす
べての領域を「専門性」の観点から詳細に調べ上げた基礎研究として、一定の成果を上げている。
論者によれば、薬剤師は薬の処方・調剤に関する裁量権や自律性等の観点から「不完全な専門職」
としての地位に甘んじているが、この現状を解明することの意義は次のような社会的動向に照ら
して明らかであるという。現在、日本の薬剤師制度は、これが創設された明治期以来の一大変動
期にあると言ってよい。とくに薬剤師の臨床専門性を高めるために 2006 年から始まった大学薬
学部 6 年制への移行は、今後、薬剤師の地位・役割に大きな影響を及ぼすことが予想されている。
その第 1 期生の卒業を間近（2012 年）に控えたこの時期に、本論文のような基礎研究がまとま
ったことの意義は大きい。これまでわが国では薬剤師を医療専門職として論じる研究はほとんど
現れなかったが、そうした学界状況は上記の社会的動向に照らして遅れていると言わざるをえな
い。本研究はその欠落部分を埋めることによって学界に貢献するものである。 
 第Ⅰ部「日本の薬剤師の抱える問題と諸外国状況との比較」、第 1 章「日本の薬剤師の抱える
課題」では、上記した本論文の課題が述べられている。薬剤師が「隠された医療専門職」を余儀
なくされている現状に問題の焦点は絞られていくが、これが所謂「2012 年問題」に照らしたと
き、きわめてアクチュアルな問題提起であることが説得的に述べられている。続く第 2 章「医療
専門職研究における薬剤師――諸外国状況との比較」では、別の角度から本論文が提起する問題
の適格性を論証しようとした。それは国際比較である。引用文献や伝聞をデータとする間接的比
較に止まるけれども、特にアメリカやヨーロッパの薬剤師制度との比較対照は、日本の薬剤師の
位置を明らかにする上できわめて効果的な考察となっている。日本の薬学部改革がアメリカ型の
臨床薬学をめざしながらも、その目標達成が構造的に困難であることにメスを入れようとしてい
る。また、医師をモデルとする医療専門職論の限界と、（医師との協働関係にある）コメディカ
ルに関する新たな専門職論の構築の必要性を指摘して、本論文で行った実態調査がそこへ至る一
里塚であるとの認識が表明されている。かかる限定的課題設定は、本論文の場合、十分に許容さ
れるものであろう。 
 第Ⅱ部「日本の薬剤師の現状」が日本の薬剤師の現状を勤務領域ごとに調査した結果報告であ
り、本論文の中心部分である。第 3 章「患者－医療者間の相互ケアリング効果と専門職意識――
配置売薬業従事者の事例からの考察」では、配置売薬業者と顧客の間に存在する「薬を介した相
互ケアリング（気遣い、気配り）」に、薬剤師の一つの役割モデルを見出そうとした。本論文の
副題「隠された医療専門職」には、他の医療関係者や患者から職務内容が見え難く、役割期待も
明確でない現状に対する批判的含意がある。この現状を「相互行為」の観点から分析する必要性
を主張するために、配置売薬業者の社会関係を規範的に位置づけているが、この理論的掘り下げ
はポスト博論の一つの課題である。 
 続く第 4 章から第 8 章に亘って、「病院」（第 4 章）、「保険調剤薬局」（第 5 章）、「ドラ
ッグストア」（第 6 章）、「非臨床領域――大学薬学部、医薬企業の研究部門、医薬官僚組織」
（第 7 章）および「学校薬剤師」（第 8 章）が網羅的に調査されている。およそ考えられる範囲
の職場の実態に迫った労を多としたい。たとえば、病院勤務の場合ならば、「病棟業務」と「薬
剤部業務」のそれぞれにおける薬剤師の勤務実態を調べ上げ、薬に関する周囲の役割期待の強さ
と責任の重さに見合った処遇を受けていない構造的矛盾と、そこから生じる薬剤師たちの「捻れ
た専門職意識」を明らかにしている。論者は、構造的矛盾が専門職意識を低下させている現状に
強い危機感を抱いているが、みずから薬剤師として働く実践的関心から発せられた現状批判とし
て、傾聴に値するものがある。 
 ドラッグストアでも薬剤師の多くは「医療人」とは程遠い扱いを医療機関や患者から受けてお
り、それは保険調剤薬局でもほぼ同様であって、かれらの不満が強いことを実証的に明らかにし
ている。また一方にはそうした状況に対する薬剤師の静観的態度も認められ、病院薬剤師と同様
の「捻じれた専門職意識」があるという。しかし、問題は個人に還元できない次元にある。これ
らの職場が、2012 年以降に大幅に増加する薬剤師の勤務先として大きな割合を占めるようにな
るにもかかわらず、医薬分業率が世界の先進国（100％）に比して著しく低い日本の現状（60％）
が改善される兆しは今のところないとして、将来の日本薬学界の危機に繰り返し警鐘を鳴らすの
である。 
  現状で薬剤師の専門性が認められている唯一の職場が大学研究職をはじめとする「非臨床」領
域である。そこでは医療専門職としての裁量権と自律性において医師と対等に議論ができる。こ
れを扱った第 7 章には、非臨床と臨床の各々の専門性を可能にする条件の比較分析においてやや
詰めの甘さが認められるが、研究の視野を非臨床まで広げた探求心の強さには一定の評価を与え
たい。第Ⅱ部の最終章では学校薬剤師が取り上げられている。ここでも、かれらに対する自治体
や学校関係者の役割期待の希薄さと、それに迎合する薬剤師の行為が指摘されている。かくして、
全「臨床」領域において薬剤師の専門性が隠されていることを明らかにして、論者の調査は一応
の終結を見た。 
 なお、本論文のデータは主としてインタビューと参与観察から得ている。しかし、こうした方
法ではともすれば論者の主観が入り込みやすい。たとえ薬剤師の職場が外部から向けられる精査
のまなざしに不慣れなために、質問票調査やグラウンディド・セオリー・アプローチなどの方法
を中々寄せつけない調査環境であるとしても、それを克服し、データの客観性を高める工夫と努
力が必要となる。今後の課題として指摘しておきたい。 
 第Ⅲ部「日本の薬剤師の将来像――医療専門職という視点からの考察」では、第Ⅱ部の結果を
踏まえて、薬剤師の将来展望を今後の課題という形でまとめている。第 9 章「日本の薬剤師と医
療専門職制度」では、日本が目指す薬剤師制度の問題点を構造と意識の両面から考察する。前者
に関しては、学部卒業後の教育体制が不十分ななかで臨床における高い専門性が期待されている
矛盾を、後者に関しては職場における他者との相互関係の中で自己の医療専門職像を明確に持ち
得ない現状を、それぞれ強調した。そして最終章「薬剤師の専門職意識とそのゆらぎ」では、臨
床・非臨床の全体を総括しつつ、薬剤師の「現れ来る役割」と「消え行く役割」の 2 方向におい
て、その専門的業務の変容を展望した。将来に亘る個々の問題点の指摘はいずれも的確ながら、
薬剤師としての統合されたモデルの提示にまでは至っていない点が惜しまれる。同じコメディカ
ルといえども、院内医療チームにおける薬剤師のあり方と、調剤薬局におけるそれとは、自ずと
異なるはずである。薬剤師のいかなるあり方を論じようとするのか、今後の研究の一層の深化を
期待する。 
 ただし、こうした指摘は本論文を貶価するものではまったくない。本論文は、これまであまり
研究の俎上に乗せられることのなかった薬剤師の医療社会学的研究として貴重な成果をもたら
している。薬剤師制度が大きく変わろうとしているこの時期に、こうした研究成果が世に出るこ
との意義はけっして小さくない。今後の調査研究と理論構築のための基礎研究として、本論文は
当分の間参照され続けることであろう。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認め
られる。 
 
 
